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JVO では登録された複数の天文データベースから必要なデータの検索を行うが、その際に、ユーザの検索条
件を表現する言語として JVO Query Language (以下 JVOQL)を定義した。JVOQL はリレーショナルデータ
ベース操作言語として一般的に利用されている SQL 言語を基礎として、JVO 固有の機能を拡張し、SQL とでき
るだけ互換な文法となるように設計した。
主な拡張機能は画像データもカタログデータと同じように表現できるようにした点と、複数のデータベース

にまたがったカタログを関係付けるクロスマッチングのためのキーワードを追加したことである。また、複数の
波長帯で観測された画像データや複数の時刻に観測された画像データの検索のような表形式のカタログを利用し
ない検索も表現できるように工夫されている。
言語体系の設計と同時に JVOQL で書かれた検索条件の解釈プログラムも作成した。ユーザから入力された

JVOQL はこのプログラムを使って個々のデータベースサーバに対する検索条件に分解され、効率的にクロスマッ
チングなどが行えるように処理手順を記述した観測手順書を作成するのに利用されている。


